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先
日
「
紀
の
川
大
堰
に
関
す

る
和
歌
山
市
議
会
議
員
連
盟
」

の
活
動
で
、
国
土
交
通
省
や
近

畿
地
方
整
備
局
、
県
土
整
備
局

へ
伺
い
、
紀
の
川
下
流
に
お
け

る
治
水
対
策
に
つ
い
て
要
望

し
ま
し
た
。 

「
議
員
連
盟
」
は
、
特
定
の

目
的
の
も
と
党
派
を
超
え
て

協
力
し
活
動
す
る
も
の
で
す
。

今
回
の
紀
の
川
大
堰
議
連
が

行
っ
た
要
望
活
動
に
は
、
尾
花

市
長
も
同
行
し
、
新
六
箇
井
堰

の
撤
去
や
七
瀬
川
の
排
水
ポ

ン
プ
の
設
置
、「
防
災
・
減
災
・

国
土
強
靭
化
の
た
め
の
３
か

年
緊
急
対
策
」
の
期
間
延
長
な

ど
求
め
、
各
課
長
や
関
係
国
会

議
員
を
訪
問
し
懇
談
を
し
ま

し
た
。 

１
０
月
の
台
風
１
９
号
で

は
、
関
東
甲
信
地
方
を
中
心
に

い
く
つ
も
の
河
川
堤
防
が
決
壊

し
、
越
水
に
よ
る
氾
濫
、
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
全

国
的
に
異
常
気
象
に
よ
る
大
規

模
災
害
が
頻
発
す
る
な
か
、
い

つ
、
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
洪

水
が
紀
の
川
で
起
こ
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
い
の
ち
最
優
先
で

防
災
の
た
め
の
予
算
を
抜
本
的

に
増
や
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
住
民
の
い
の
ち
と
財

産
を
守
る
こ
と
こ
そ
政
治
の
要

で
す
。
超
党
派
で
知
恵
と
力
を

合
わ
せ
て
頑
張
り
ま
す
。 

 

畿
地
方
整
備
局
、
県
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整
備

局
へ
伺
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、
紀
の
川
下
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に
お

け
る
治
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対
策
に
つ
い
て
要
望

し
ま
し
た
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「
議
員
連
盟
」
は
、
特
定
の

目
的
の
も
と
党
派
を
超
え
て
協

力
し
活
動
す
る
も
の
で
す
。
今

回
の
紀
の
川
大
堰
議
連
が
行
っ

た
要
望
活
動
に
は
、
尾
花
市
長

も
同
行
し
、
新
六
箇
井
堰
の
撤

去
や
七
瀬
川
の
排
水
ポ
ン
プ
の

設
置
、「
防
災
・
減
災
・
国
土
強

靭
化
の
た
め
の3

か
年
緊
急
対

策
」
の
期
間
延
長
な
ど
求
め
、

各
課
長
や
関
係
国
会
議
員
を
訪

問
し
懇
談
を
し
ま
し
た
。 

10

月
の
台
風

19

号
で
は
、

関
東
甲
信
地
方
を
中
心
に
い
く

つ
も
の
河
川
堤
防
が
決
壊
し
、

越
水
に
よ
る
氾
濫
、
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
全
国
的

に
異
常
気
象
に
よ
る
大
規
模
災

害
が
頻
発
す
る
な
か
、
い
つ
、

こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
洪
水
が

紀
の
川
で
起
こ
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
い
の
ち
最
優
先
で
防
災

の
た
め
の
予
算
を
抜
本
的
に
増

や
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
住
民
の
い
の
ち
と
財
産
を

守
る
こ
と
こ
そ
政
治
の
要
で

す
。
超
党
派
で
知
恵
と
力
を
合

わ
せ
て
頑
張
り
ま
す
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先
日
「
紀
の
川
大
堰
に
関
す

る
和
歌
山
市
議
会
議
員
連
盟
」

の
活
動
で
、
国
土
交
通
省
や
近

畿
地
方
整
備
局
、
県
土
整
備
局

へ
伺
い
、
紀
の
川
下
流
に
お
け

る
治
水
対
策
に
つ
い
て
要
望
し

ま
し
た
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「
議
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連
盟
」
は
、
特
定
の

目
的
の
も
と
党
派
を
超
え
て
協

力
し
活
動
す
る
も
の
で
す
。
今

回
の
紀
の
川
大
堰
議
連
が
行
っ

た
要
望
活
動
に
は
、
尾
花
市
長

も
同
行
し
、
新
六
箇
井
堰
の
撤

去
や
七
瀬
川
の
排
水
ポ
ン
プ
の

設
置
、「
防
災
・
減
災
・
国
土
強

靭
化
の
た
め
の3

か
年
緊
急
対

策
」
の
期
間
延
長
な
ど
求
め
、

各
課
長
や
関
係
国
会
議
員
を
訪

問
し
懇
談
を
し
ま
し
た
。 

10

月
の
台
風

19

号
で
は
、

関
東
甲
信
地
方
を
中
心
に
い
く

つ
も
の
河
川
堤
防
が
決
壊
し
、

越
水
に
よ
る
氾
濫
、
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
全
国
的

に
異
常
気
象
に
よ
る
大
規
模
災

害
が
頻
発
す
る
な
か
、
い
つ
、

こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
洪
水
が

紀
の
川
で
起
こ
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
い
の
ち
最
優
先
で
防
災

の
た
め
の
予
算
を
抜
本
的
に
増

や
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
住
民
の
い
の
ち
と
財
産
を

守
る
こ
と
こ
そ
政
治
の
要
で

す
。
超
党
派
で
知
恵
と
力
を
合

わ
せ
て
頑
張
り
ま
す
。 

 

あちこちまわって国のエライさんに要望書を

お渡し、懇談など行いました。 

 

        のり子の週間日誌（主なもの 

１１月８日 市駅前宇治宣伝、和市年金者組合女性部総会 

      団会議、県議会だより作り 

   ９日 ねんりんピック開会式 

  １０日 会議 河北後援会宣伝（エバグリーン） 

  １１日 地域訪問 新春のつどい実委 団会議 

  １２日 ねんりんピック閉会式 

  １３日 生活相談、地域訪問、 

  １４日無料生活相談 紀の川駅エレベーター設置望

書提出 

    お願い 

日本共産党は来年１月に第２８回党大会

を開催します。この大会では党綱領の一

部改定するということになり、世界情勢

なども改訂されそうです。日刊赤旗では

大会書議案の議案も６日付から公表され

ています。ぜひお読み下さい。 

第２８回和歌山県社会保障推進協議会記念講演会 

 

来年度 国が検討している法 

「改正」を検証する 

◆ １１月１６日（土）１４時４５分開会 

◆ 場所 わかやま市民生協組合員ホール 

◆ 講師 日下部 雅喜氏（大阪社保協・介護保

険対策委員長） 

◆ 参加費無料 

（奥村さん超多忙で投稿なしでごめんなさい） 

上の写真は紀の川駅をよくする会か

らな要求を県に提出 

前
号
で
ア
ベ
内
閣
の
辞
任
や

ら
暴
言
や
ら
の
連
続
に
つ
い
て

書
き
ま
し
た
。
あ
き
れ
た
こ
と

に
ま
た
ま
た
大
臣
の
辞
任
で

す
。
今
度
は
法
の
番
人
で
あ
る

河
井
克
行
法
相
で
す
。
７
月
の

参
院
選
で
初
当
選
し
た
妻
の
河

井
案
里
参
院
議
員
の
事
務
所
が

違
法
な
日
当
を
選
挙
運
動
員
に

渡
し
た
公
職
選
挙
法
違
反
容
疑

が
週
刊
誌
報
道
で
発
覚
し
た
の

で
す
。
河
井
法
相
自
身
も
秘
書

に
贈
答
品
を
配
ら
せ
た
疑
惑
も

報
道
さ
れ
て
い
る
と
い
う
か
ら

驚
き
で
す
。
よ
く
も
こ
ん
な
輩

を
ア
ベ
氏
は
よ
り
に
よ
っ
て
法

相
に
任
命
し
た
わ
け
だ
か
ら
首

相
の
責
任
は
極
め
て
大
き
い
。

ま
さ
に
内
閣
総
辞
職
に
あ
た
る

重
大
事
態
で
す
。
任
命
責
任
だ

け
で
な
く
首
相
責
任
も
問
わ
れ

る
問
題
で
す
。
先
に
辞
任
し
た

菅
原
経
産
相
も
有
権
者
に
贈
答

品
を
配
っ
た
の
だ
か
ら
自
民
党

っ
て
法
の
番
人
が
法
破
り
に 

ま
み
れ
る
の
だ
か
ら
、
赤
旗
日
曜

版
が
ス
ク
ー
プ
し
た
、
ア
ベ
首
相

が
税
金
数
千
万
円
か
け
て
お
花

見
会
を
す
前
号
る
の
も
平
気
な

ん
だ
ろ
う
ネ
。
「
身
の
丈
」
発
言

で
有
名
に
な
っ
た
ア
ベ
氏
側
近

の
萩
生
田
文
科
相
な
ど
は
早
く

退
陣
す
べ
き
だ
。
「
身
の
丈
」
発

言
は
前
号
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、

全
国
で
す
ご
い
反
響
と
な
り
現

役
高
校
生
や
教
育
関
係
者
か
ら

批
判
の
声
が
殺
到
し
、
野
党
は
共

同
で
大
学
入
試
へ
の
英
語
民
間

試
験
の
法
案
の
導
入
延
期
を
衆

院
に
提
出
。
１
１
月
１
日
萩
生
田

大
臣
が
導
入
延
期
を
表
明
し
ま

し
た
。
５
野
党
・
会
派
は
緊
急
全

議
員
会
議
を
開
く
な
ど
努
力
し

「
声
を
あ
げ
れ
ば
政
治
は
動
く
」

一
例
と
な
り
ま
し
た
。
法
を
破
り

人
の
痛
み
も
道
徳
も
感
じ
え
な

い
身
勝
手
な
人
物
は
許
せ
ま
せ

ん
。（
編
集
室
） 

 


